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てきた[e.g. Mathie and Mann, 2000]。 
ULF 波動による相対論的電子加速モデルとしては、


































振動的な Pc5 が励起されていると推測することができる。 
さらに、これらの解析を通して、Pc5 波動の経度方向伝
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図 2．H057及び SKALLEN間における Pc5波動の位相差の地方時分布。最下パネルは GOES10
衛星で観測された>2MeV電子フラックス 
7
 衛星および地上多点観測を用いた極域 Pc3-4 地磁気脈動の研究 （研究課題） 
 
◎ 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所・プロジェクト研究員 寺本万里子（研究代表者） 
 
（国立極地研究所）                  
 行松彰 准教授           （担当教員）   
 平成 23 年～平成 26 年（3 か年）   （研究期間）   
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た, [研究発表] の 11 では, アイスランドで観
測されたサブストームについて, そのオンセ
ット前に現れたビーズ状オーロラの近傍に微
細 な 電 場 構 造 が 存 在 す る こ と を , 
SuperDARN レーダーによる高時空間分解能
観測を用いて示した. さらに, [研究発表]の 2
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 (1) 気象現象、気象擾乱 
 (2) 火山噴火 





 (2) ULF磁界変化 
 各々の現象についての研究の成果を紹介する。 
 (1) 気象擾乱 
 本研究ではVLF/LF受信点はロシア カムチャカ
(53.15°N, 158.92°E)、ユズノ・サハリン (46.95°N, 






















(Korepanov et al., 2009)を強く支持するものであ
る。 
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１．北欧地上電波観測に基づく 4fce auroral roar
の研究：2005年以来，北欧に展開する地上電波観測
点での ASR を用いた MF/HF帯オーロラ電波の地上
観測によって，従来から報告されてきた 2fce1), 3fce2)
より高次の 4fce auroral roarが発見された 3)．2fce, 3fce 
auroral roarが夜側で観測されるのに対し，4fce auroral 
roar は昼側で観測された．これは昼側の高密度のプ




測した狭帯域の地球ヘクトメータ波 (THR) (~2fce, 
O-mode)の 2 倍高調波(~4fce)の伝搬モードが X-mode
であったことから 4), ASR で観測された 11 例の 4fce 






  図１ ASR で観測された 4fce auroral roar3) 
ド，2 例が X モードだった．9例の O モードのイベ
ントのうち 6 例は従来報告してきたように 3)，昼側
で観測されたが，3 例は夜側で観測された．これは
夜側であってもオーロラ粒子の降下によってプラ
ズマ密度が増大し fUHR = 4fceの条件が満たされる場
合があったことを示唆している．X モードの 4fce 
auroral roar の発生メカニズムとして，(1) サイクロ
トロンメーザ不安定(CMI)による直接励起, (2) O モ
























   図２ Akebono で観測された広帯域 THR8) 
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ジャは魚眼レンズ（Nikkor f=6 mm F/1.4），
干渉フィルター（OH：透過波長 680-900 nm，
OI：555.7 nm，および 630 nm, Na：589.3 
nm，background：572.8 nm），リレーレン
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図２	 風速比較図(2012 年 11 月 30 日夜)。上段：高
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[研究成果] 




ら Pi2を選び出し、赤道 Pi2 と同時に発生し、位相
が一致する事例を見いだした。図 1に昼間赤道(YAP)、
昼間低緯度(OKI)、夜間低緯度(SLZ)、そして真夜中
のアイスランド(AED)の Pi2 を示す。YAP, OKI の比
較から Pi2の振幅が昼間赤道で増大している。この




図 1は赤道 Pi2が夜側低緯度の Pi2と同じ位相関係
にあることを示している。夜側中低緯度 Pi2の成因





























の磁場データの Pi2 と同期するならば、Pi2 時に発
達する上向き沿磁力線電流と同定できる。図 3はカ
ナダに於けるオーロラケオグラムと高緯度から低
緯度で観測された Pi2 を示す[Nishimura et al., 
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非磁性タイプモータの磁性は距離 6cm で 0.1nT、標













1 回の操作で 4 個（R1, L1, L2, R2）の測定値が得
られる。1 回の操作に要する時間は 70～100 秒であ
った。 








1 回の操作で 4 個（R1, L1, L2, R2）の測定値が
得られるが、センサの向きが東（R2, L2）と西（R1, 
L1）で測定される角度差はほぼ 180°となるはずで
ある。実際には 14:53:22 から 14:54:38 にかけて測

































































































真、井智史、高橋幸祐（地磁気観測所）, 第 4 回極域科学シンポジウム（国立極地研究所、平成 25 年 11
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例の PB から、沖縄と YAP の最大振幅の比の平均を









a) Positive bay 
 (PB) 
b) Baseline of PB 
c) Eastward current 
 (nightside equator) 
d) Eastward electric field 
  (nightside low-lat.) 




図１ 2003 年 2 月 12 日 16UT に発生したサブストームにと
もない発達した沖縄と Yap のポジティブ・ベイと HF ドップ













伝導度を見積もったところ、2003 年 2 月 12 日のサ
ブストームについては約 5.1S、2003 年 11 月 9 日で
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向けてまず過去の研究の survey と review を行
った。その結果、直接的に関連する論文として、
タスマニア島の SuperDARN TIGER radar の
データを解析した Ponomarenko et al. [2003] 
及び Ponomarenko et al. [2005] の 2論文が見
いだされた。 
Ponomarenko et al. [2003] は、タスマニア島


















































SuperDARN Hokkaido East radarのデータを
解析している。解析には IUGONET プロジェク
ト、及び ERGサイエンスセンターで開発された




ground/sea-scattered echo の具体例 1 例につい
ての解析を行い、Ponomarenko et al. [2005] の
例と同様に磁力線固有振動周波数が低緯度ほど
大きくなる兆候を見出した。また、Ponomarenko 
et al. [2005] の長時間（～4時間以上）継続する
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ー（Morimoto et al., 2009）（以下、JT サンプラー






することができた。さらに、2012 年 12 月-2013 年
1 月には、新たに開発した多段型 JT サンプラー計




















大気年代（CO2 age：成層圏大気の CO2 濃度から
推定される、熱帯対流圏大気の成層圏流入後の平
均的な経過時間）との関係性に大きく影響するこ
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工学製）で 211m採取された（Matoba et al., 2014）。
アイスレーダーによる観測から氷厚は 240m、GPS
による測量から掘削地点の水平流動は検出下限以
下（0.5m a-1）と見積もられた（Fukuda et al., 2011）。
化学分析のための試料は、試料を北大低温研に輸送







球工学製）で 225m採取された（Aoki et al, 2014, 














ィ （ーThermo Scientific社DX-500または ICS-2100）
で定量した。トリチウム含有量は、極地研の液体シ
ンチレーションカウンタ（Aloka社 LSC-LB3）で測
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たが，2015 年 1 月 16 日のブリザードによってサン
センサーが故障したことにより，動作不良を起こし



































Airmass が 2–6 までの測定値を使用した．良好なラ
ングレープロットを 2 点得ることができた．2 点の
標準偏差は，380nm 以外は 1%以内におさまってい
た．オングストローム指数(AE)の算出には 400, 500, 








図１に 500nm における AOT および AE の空間分
布を示す．全解析結果を通して 500nm における
AOT は 0.01–0.40 の範囲であり，西太平洋上および
インドネシア周辺海域で最大となっていた．一方，











Skyrad.pack Ver.4.2（Nakajima et al., 1996）用
いて，散乱光の解析を実施した．解析には，400, 500, 
675nm の 3 波長を使用した．仮定するパラメータは
基本的に気象研に準拠しているが，氷海侵入後の測
定データ(2015/12/16–)に関しては，地表面アルベド
を 0.8 に仮定した． 
図２に解析によって得られた粒径分布を示す．粒
径分布は日ごとに平均した値を示している．主に
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エアロゾルは 2008年 2月～2009年 1月まで昭
和基地の清浄大気観測室にて 24 時間採取した。 
【実験方法】He-MIP-AES：メンブレンフィルター
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JARE52 の大気中 BC 重量濃度連続測定結果の解析、
3．雪中 BC 粒径分布及び濃度測定を目標としてい









と 同 様 に Incandensence 
Method(SingleParticleSootPhotometer(SP2) に よ
る分析)で検出する。この手法で雪氷中の BCを分析
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図 3 解凍時間を変えた時の BC 粒径分布 
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観測が重要である (Wild et al., 2013, [1])。極域に
おいては低温かつアルベドの大きい雪氷面により、
衛星観測による放射収支の見積りや雲の観測が難
し い 。 本 研 究 で は 極 域 の Baseline Surface 
Radiation Network (BSRN; Ohmura et al. 1998, 
[2])の観測地点において、下向きの長波放射フラッ
クスとそれに対する雲や大気の寄与を評価した。観
測地点の概要を表 1 に示す。 












+78.925 +11.930 11 1992-2014 
昭和基地 -69.005 +39.589 18 1994-2013 












Yabuki et al. (2014, [3])の手法によって解析を行う。








































MPL による雲量と雲底高度を表 2 に示す。赤字は
Mann-Kendall のトレンド検定 (Mann, 1945, [5]; 
Kendall, 1948, [6])により、95%信頼区間を満たす有
意な傾向であることを示す。 

















+5.1 +1.3 +0.3 +0.1 -0.4 
昭和基地 -1.0 -0.1 +0.1 +0.2 -1.0 























ニーオルスン -0.1 +0.2 -0.5 
昭和基地 -0.6 +0.2 -0.1 
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  表１ 2014 年度末の設置状況（C: Chaparral
製, P: ParoScientific 製インフラサウンドセンサ） 
 観測点 センサ 備考 
1 昭和基地 C x3 小アレイ
2 S16, S17, P50 C x3 中アレイ
3 ラングホブデ C x1 1,2 併用
大アレイ
4 スカルブスネス C x1  
5 スカーレン P x1  
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ば、Tushingham	 &	 Peltier,	 1991 の ICE-3G モデ
ルや	 Okuno	 &	 Nakada,	 1999 の ARC4 モデル）の 2
つの立場からの研究が行われてきた。しかし、両
者の復元結果には大きな相違があり（例えば、
Clark	 et	 al.,	 1991）、未だに最終氷期最盛期の
グリーンランド氷床の実像は十分に明らかにさ
図 1  GIA モデルに基づくグリーンランドにお
ける最終氷期最盛期以降の氷床層厚の変化：単
位はメートル（Fleming & Lambeck, 2004） 
 
図 2 グリーンランドにおける完新世高海面期の 
高度の分布図（Fleming & Lambeck, 2004） 
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接 計 測 可 能 な ジ ャ イ ロ ロ ガ ー の 開 発 に
Biologging Solutions社とともに取り組んだ。そ






把握可能にした(Noda et al. 2012, 2014)。 
国立極地研究所の高橋晃周博士、京都大学大学
院情報学研究科の野田琢嗣博士とともに第 54 次
南極地域観測隊に参加して、平成 24 年 12 月 19
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(Robinson et al., 2012)．これまでの研究から，回遊中
は約 400-700m の潜水行動を繰り返すこと，中深層
性の餌生物を捕食していることが示唆されたが



























 中層トロールでは 29 科の魚類が採取され，ハダ
カイワシ科魚類を含む 20g以下の小型魚類が 85.3％











て得られた 1 マイルごとの魚探反応（Nautical Area 
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[研究成果] 
[はじめに] エイコサペンタエン酸 (EPA) やドコサヘキサエ



















choshinensis HPD 31-SP3 と Bacillus subtilis ISW1214，グラム





pfa の発現のために、DHA 合成に関わる pfaA-E をもつプラス
ミド pDHA4（図１B）を鋳型に，各遺伝子を PCR によって
増幅した。これを Brevibacillus In vivo Cloning 法 (BIC 法；図
2)を用いて B. choshinensis HPD 31-SP3 に導入し，形質転換株
を得た。pfaE に関しては B. brevis 由来の分泌シグナルが付加
され多コピー数の pBIC2 に組み込み，pfaD と pfaB について
は pBIC2 では安定的に形質転換が起きなかったため，低コピ
ー数の pNY326 に組み込んだ。タンパク質の発現は
SDS-PAGE 及び PfaE, PfaD, PfaB に対するウサギ抗血清を用
いたウエスタン法で確認した。③微生物源として南極で採取
したサンプル(土壌・池の沈殿物)を用いた。先ず，グラム陰
性細菌に主に働くナリジスク酸を様々な濃度で添加した LB,  
マリンブロスなど 3 種類の寒天培地に接種して 4℃で培養し
た。出現したコロニーを脂肪酸分析に用いた。 
 













図１．EPA または DHA 合成酵素遺伝子群（pfaA-E）のマッ
















図３．pEPAGp1 を導入した E. coli（A）と B. subtilis（B）の
EPA 含量 
 
導入した E. coli は培養温度依存的に EPA を生成した。次に、
B. choshinensis に pEPAGp1 を導入したところ、安定的に
pEPAGp1 を保持する形質転換体は得られたが、培養温度にか
かわらず、EPA は全く検出されなかった。また、pfa の発現
も RT-PCR によって確認されなかったことから pEPAGp1 は
B. choshinensis で機能しない可能性がある。他方，B. subtilis
の pEPAGp1 導入株には微量の EPA をもつものもあった (図
3B)。しかし，ほとんど EPA を合成しない株，EPA 合成能が
継代培養よって失われる株が得られた。継代後，導入した pfa
が PCR で検出されなくなることから、theta 型プラスミドで
あっても、B. subtilis では安定的に保持されないことがわかっ








② BIC 法によりクローン化した pfaE，pfaD，pfaB を B. 

























1) 吉田磨仁、奥山英登志、折笠善丈（2013）細菌の長鎖多価不飽和脂肪酸合成酵素遺伝子．オレオサイエンス,13(5), 3-11. 
2) M. Hashimoto, Y. Orikasa, H.i Hayashi, K.o Watanabe, K. Yoshida, H. Okuyama. Occurrence of trans monounsaturated and polyunsaturated fatty acids in 
Colwellia psychrerythraea strain 34H. Journal of Basic Microbiology (In press). 
3) A. Ueno, M. Hashimoto, T. Adachi, T. Matsushita, K. Yoshida, S. Shimizu, H. Okuyama. The aerobic growth and its effect on fatty acid and hydrocarbon 
compositions in Geobacter bemidjiensis strain BemT. Under preparation. 
口頭発表 
1) M. Hashimoto, Y. Orikasa, K. Yoshida, H. Hayashi, H. Okuyama. Fatty acids of the extremely psychrophilic bacterium Colwellia psychrerythraea strain 
34H. The 5th Symposium on Polar Science., Tokyo, Japan., 9 Dec. 2014. 
ポスター発表 
1) M. Hashimoto, H. Okuyama, K. Yoshida, Y. Orikasa. Biosynthesis of unusually long chain fatty acids by uncontrolled expression of pfa genes responsible 
for biosynthesis of docosahexaenoic acid in Escherichia coli recombinants. International Union of Microbiological Societies., Montreal, Canada., 30 Jul. 
2014. 
2) M. Hashimoto, A. Horiuchi, K. Yoshida, H. Okuyama, H. Hanagata, M. Mizukami, A. Miyauchi, Y. Orikasa. Expression of docosahexaenoic acid 
synthesis genes using a Brevibacillus expression system. 第 66 回日本生物工学会大会., Sapporo, Japan, 9 Sept. 2014. 
3) M. Hashimoto, H. Nunome, H. Okuyama, C. C. C. R. de Carvalho , H. Hanagata, M. Mizukami, A. Miyauchi, M. Sato, S. Imura, K. Watanabe, K. 















◎田村 豊 酪農学園大学獣医学群獣医学類・教授 （研究代表者） 
 臼井 優 酪農学園大学獣医学群獣医学類・講師 （共同研究者） 
（国立極地研究所）                  
 伊村 智 教授 （担当教員）   




















































Accession numberを取得している(No. LC010221)。 
 
 



































Fig. 2. 塩基配列(2,764 bp)に基づくsul2-strA-strBの分子系
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た、第 54 次南極観測隊が設置した 9m-天文観測架
台（図-1）の傾斜計データから、造成した圧縮地盤
基礎の有効性を評価したものである。この研究は平
























































図-2  9m-天文観測架台上のステージ上に 
おける傾斜計設置状況の模式図 
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シンポジウム講演概要集, pp.63-68. 
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径 15 mmの円板状アタッチメントを約 1 cm/sec の



























によってそれぞれ 0.05 sec ごとに連続的に計測し
た．ブレードの幅(W)は，10, 20, 40 mmの 3種類と
し，貫入速度（U）は，4, 1, 0.5, 0.25 mm / sec の 4
通りで測定を行なった．また，十日町試験地および
妙高山域の標高 800 m 付近において積雪断面観測
を実施し，デジタル式荷重測定器の測定値と密度の
関係を比較した．アタッチメントは 20 mm 幅ブレ
ード状と 15 mm直径の円板状の 2種類を用いた． 
 
結果と考察 
 ブレード幅W = 20 mm の一定として貫入速度の
依存性を調べると，いずれの貫入速度の場合におい
ても，単位ブレード長さあたりの荷重は，貫入深さ
5 mm ほどで脆性破壊に達した．貫入深さ 30 mm 
までの間で約 500 N/m に収束し，貫入速度の依存
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1. 研究目的 
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正面に傾斜面を有する平屋根モデル B，モデル B の屋
根に曲率を持つモデル C を使用した．計算領域は計算




風向は X 方向を卓越風向とした． 
(a) Model A      (b) Model B      (c) Model C 















が，モデル B，C は建屋側面に沿って削剥が見られる． 
 
(a) Model A      (b) Model B     (c) Model C 














(a) Model A     (b) Model B    (c) Model C      
図4  Pathlines of snow particles in numerical analysis 









雪深を示す．X 軸は風向に平行であり横軸 x/W = 1 は建






(a) Side wall           (b) Leeward wall  
図 5  Snow depth around the Antarctic base building. 
 












































































































































































































































































































































開催日時 2015年3月12日（木）9：45～17：40 開催場所 2階大会議室























































































































































































































































































































































































































































































































































研 究 集 会 実 施 報 告 書
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開  催  日： 平成 26 年 7 月 16 日 
 
開 催 場 所： 国立極地研究所 3 階 C301 室 
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「極地における氷晶核計測：現状と今後の可能性」 








 林 政彦（福岡大） 
「圧力センサーを用いた風向風速計（その２）」 
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2014 年南極医学医療ワークショップ プログラム	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 長谷川達央 
05) ドームふじ基地におけるペプチドホルモンの変化 第 46 次隊医師	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06) The Indian Stations at Antarctic: A Status Report of the Facilities, Medical Problems and 
Biomedical Research All India Institute of Medical Sciences  Nikhil Tandon 
 
 
07) Congratulation Message from KAMP (The Korean Society of Antarctic Medical 
Practitioners) KAMP Chairman  Seo Chang Sik 
08) 南極越冬隊（第 45 次～第 54 次）における心理状態の時期変化 
  大阪府立大学  川部哲也 
09) Happy Wintering Design in Antarctica 
  Graduate School of Seoul National University  Ahn Na 
10) 越冬期間中に描かれたバウムテスト表現に関する心理学的研究 
  京都光華女子大学	 鳴岩伸生 
11) 越冬医師の横顔 〜南極観測隊の医療隊員の分析と動向〜 
  第 40 次隊医師 大谷眞二 
12) 模擬火星居住実験における医学医療 第 50 次越冬隊員 村上祐資 
 
 
13) 昭和基からの報告（TV 会議システムによる中継） 第 55 次隊医師	 町田浩道 
14) 南極観測隊員への口腔健康管理の重要性 東京医科歯科大学/ JAXA 財津崇 
15) 日本南極観測隊でのレジオネラ調査の経過 第 43 次隊医師 下枝宣史 
16) The study of environmental factors on lower urinary tract symptoms 
  日立総合病院泌尿器科	 池田篤史 
17) 極地環境への適応 ～心拍変動 (HRV) を用いた自律神経系の評価～ 
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13 菊地 知子 ＪＡＸＡ
14 桑原 知子 京都大学大学院教育学研究科
15 さ行 財津 崇 東京医科歯科大学大学院
16 佐々木 麻子 立命館大学学生サポートルーム
17 静間 夕香 東京医科歯科大学大学院
18 下枝 宜史 JARE43
19 な行 仲佐 昭彦 株式会社塚田メディカル・リサーチ
20 鳴岩 伸生 京都光華女子大学人間科学部
21 は行 長谷川 達央 JARE54
22 樋口 和生 国立極地研究所
23 藤本 有佳 富士通株式会社
24 ま行 前多 瑞希 花王株式会社
25 村井 正 JAXA
26 や行 山村 侑平 有人宇宙システム (JAMSS)
27 わ行 渡邉 研太郎 国立極地研究所
28 Tandon Nikhil All India Institute of Medical Sciences
29 Lee Jooseob Korea Polar Research Institute
30 Seo Chang Sik KAMP









































































































































































































































































三重大学 大学院生 外国人 学部生（新M1)
三重大学 大学院生 外国人 学部生（新4年)
三重大学 大学院生 外国人 学部生（新4年)























































宙空圏 16 18 34 14 20
気水圏 11 10 21 8 13
地圏 10 9 19 3 16
生物圏 14 6 20 8 12
極地工学 9 2 11 5 6




























































ションの開発 田 中 高 史 九州大学・名誉教授 H25－H26 2年
25-2
太陽活動変化に対する極域電離圏・熱
圏変動の研究 藤 原 均 成蹊大学理工学部・教授 H25－H27 3年
25-3
光学およびECCオゾンゾンデを用いた
オゾンおよび大気重力波の研究 村 田 功
東北大学大学院環境科学研究
科・准教授 H25－H27 3年

























陽系ダストの観測 阿 部 新 助 日本大学理工学部・准教授 H26－H28 3年
26-3
国際宇宙ステーションからの大気光・















大気現象に関する研究 池 田 愼 武蔵大学　教授 H26－H27 2年
26-6
SuperDARNによる極域・中緯度電離圏












らの地磁気領域推定に向けて 河 野 英 昭
九州大学　国際宇宙天気科学・
教育センター・准教授 H26 1年










開発と粒子コードとの連携計算 加 藤 雄 人 東北大学・准教授 H26－H28 3年
26-12
全天周オーロラの高空間分解能撮影と





ルサーキットの研究 鴨 川 仁 東京学芸大学・助教 H26－H28 3年
26-14
地上多点光学観測による電離圏・熱圏・
























究 古 崎 睦 旭川工業高等専門学校　教授 H24－H26 3年
24-14
成層圏における温室効果気体の変動に







的 場 澄 人
北海道大学低温科学研究所・
助教 H24－H26 3年










研究 浅 野 比 山口東京理科大学・助教 H24－H26 3年
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分野 No. 研究課題名 研 究 代 表 者 所属・職 研究期間
気水圏










気候に及ぼす影響 本 田 明 治 新潟大学自然科学系・准教授 H25－H27 3年
25-12
南極海インド洋セクターにおける海氷・








北 和 之 茨城大学理学部・教授 H25－H26 2年
26-19
南極ドームふじ氷床コア底面氷の物理
化学解析 大 野 浩 北見工業大学・助教 H26－H27 2年
26-20
極地雪氷中の金属成分解析によるエア
ロゾル気候変動の研究 鈴 木 利 孝 山形大学理学部・教授 H26－H28 3年
26-21
極域における雲と大気の長波放射に対

















織に関する研究 高 田 守 昌 長岡技術科学大学・助教 H26－H28 3年
26-25
氷衛星の流動や地球氷河・氷床のレオ
ロジーに関する総合的研究 荒 川 政 彦
神戸大学大学院理学研究科・
教授 H26－H28 3年
26-26 降雪粒子連続自動接写装置の開発 小 西 啓 之 大阪教育大学・教授 H26－H28 3年
26-27
昭和基地上空のエアロゾル粒径分布の
マルチタイムスケール解析 林 政 彦 福岡大学理学部・教授 H26－H28 3年
26-28
夏季南極大陸縁辺部におけるエアロゾ




海洋-固体圏相互作用の研究 山 本 真 行 高知工科大学工学部・准教授 H24－H26 3年
24-21
完新世グリーンランド氷床融解史に関す
る地形・地質学的研究 前 杢 英 明 法政大学文学部・教授 H24－H26 3年
25-14
東南極セールロンダーネ山地における





















テレーンの多重衝突 馬場 壮太郎 琉球大学教育学部・教授 H25－H27 3年
25-18
南極産隕石と始生代縞状鉄鉱層の誘電





関する研究 松 本 剛 琉球大学理学部・教授 H25－H27 3年
25-20
VLBIアンテナフロントエンド部の冷却技





ルム岩体の上昇速度の推定 池 田 剛 九州大学・准教授 H25－H27 3年
26-29
誘導結合プラズマ質量分析法を用いた





熱変成作用 木 村 眞 茨城大学理学部・教授 H26－H28 3年
26-31
高圧相に基づく天体破壊プロセスの実
証 宮 原 正 明 広島大学理学研究科・准教授 H26－H27 2年
26-32
氷河氷床ダイナミクスと地震活動―発生












く大陸衝突型造山運動の研究 廣 井 美 邦 千葉大学理学研究科・教授 H26－H28 3年
26-35
アーマルコライトの相平衡実験と超高温
変成岩類の温度圧力履歴の解析 川 嵜 智 佑 愛媛大学理学部・研究員 H26－H27 2年
26-36
衛星および地上測地データを用いた氷














次捕食者に与える影響 三 谷 曜 子
北海道大学北方生物圏フィー
ルド科学センター・助教 H24－H26 3年
24-24 オオミズナギドリの餌生物のＤＮＡ分析 山 本 麻 希 長岡技術科学大学・准教授 H24－H26 3年
24-25
極域における微少環境測定装置の実用
性に関する試験、研究 小 川 麻 里 安田女子大学・准教授 H24－H26 3年
24-26
動物装着型記録計を用いたオオミズナ
ギドリの繁殖生態に関する研究 渡 辺 伸 一 福山大学生命工学部・講師 H24－H26 3年
24-31
動物装着用超小型アルゴス送信機の設
計と試作 京 相 雅 樹 東京都市大学工学部・講師 H24－H26 3年
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25-24 好冷性微細藻類の脂質に関する研究 菓子野 康浩 兵庫県立大学・准教授 H25－H27 3年
25-25
極域に生息する植物寄生性糸状菌の多






















大 谷 修 司 島根大学教育学部・教授 H25－H27 3年
26-38
季節海氷中における微小生物群集の環

















































盤の三次元微細構造解明研究 尾 関 俊 浩
北海道教育大学教育学部札幌
校・教授 H25－H27 3年



























究 石鍋 雄一郎 日本大学理工学部・助手 H26 1年
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３. 研究集会
No. 研究課題名 研究代表者 所属・職

























10 極域電離圏―磁気圏結合研究集会 細川　敬祐 電気通信大学・准教授
11 第四紀の南極域における気候・環境変動史 本山　秀明 国立極地研究所・教授









15 無人航空機の活用による極地観測の展開 林　政彦 福岡大学・教授
16 南極大気エアロゾル研究会 原　圭一郎 福岡大学・助教
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23 極限環境における微小生態系の総合的研究 小川　麻里 安田女子大学・准教授
24 永久凍土のモニタリングと変動に関する研究集会 原田　鉱一郎 宮城大学　食産業学部・准教授
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本報告書は、平成２６年度で終了した共同研究の各研究代表者から提出され
た報告をとりまとめたものである。 
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